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問地方交付税の積算に当たって算入される市債の金額は。
答本補正予算では、元利償還金の50％が交付税措置され
るデジタル活用推進事業債について、市民課および川越
駅西口連絡所の多機能端末機の導入に対し990万円、元
利償還金の30％が交付税措置される脱炭素化推進事業債
について、庁舎分室・公用車管理棟の照明器具改修に対
し470万円、西後楽会館の照明器具改修に対し360万円、
市民聖苑やすらぎのさとの照明器具改修に対し3610万円、
西図書館の照明器具改修に対し1190万円の活用をそれぞ
れ見込んでいる。

 
問コンビニエンスストアにおける証明書の取得には、時
間の制限があるのか。
答午前６時30分から午後11時まで利用可能となっており、
メンテナンス時を除き年中無休である。
問デジタルギフトの使途は制限するのか。

答デジタルギフトの種類によっては、使途を制限するこ
とが難しいものもあるが、使途が制限できる場合には、
利用者が高校生世代であることを踏まえ、高校生世代の
普段の生活における利便性に配慮しながら、居酒屋など
に制限をかけるなども検討していきたい。

 
問物価高騰対策事業として、市独自の財源での支援策は
考えなかったのか伺う。
答できる限り効果的に事業を実施するための歳出予算額
を見込んだところであり、物価高騰対応重点支援地方創
生臨時交付金に係る本市の交付限度額との差額について
は、市独自の財源である一般財源を活用した。
問病児・病後児保育予約システムの導入に至った経緯は。
答保護者の利用希望に添えない場合も生じている現状が
あり、多方面でデジタル化が進む中、国の補助金が活用
できることも踏まえ、補正予算の計上に至った。

今定例会の最終日に次のような討論が行われました。討論
ーリズム拠点施設、宮元町多目的グラウンドの整備、オ
ーバーツーリズム対策、高齢者補聴器購入費補助、乳幼
児健康診査の充実、部活動の地域連携・地域移行など、
前市長の最後の取り組みの成果を引き継ぎ、新市長の下、
持続可能な行財政運営を要望し、賛成討論とする。

反対｜日本共産党
　国保加入者は都道府県化以降２万人減り、78％が所得
なしか200万円以下。均等割額は７年間で1.5倍。今も
赤字は11億円を超え、解消の見通しもない。赤字を被保
険者への増税で賄うのは限界を超えている。特定健診受
診率や特定保健指導実施率は目標と乖

か い り

離している。デー
タヘルス計画は増税の条件だったはず。赤字解消は自治
体間の平準化や増税ではなく国が財源を投じるべきもの。
市民生活を顧み、国保運営を立ち止まって考えるべき。

議案第67号
令和６年度国民健康保険事業特別 
会計歳入歳出決算認定

反対｜日本共産党
　市民要望に沿った18歳までの医療費無償化、高齢者補
聴器購入費補助の実現等は評価するが、行財政改革によ
る独自事業の見直しは生活弱者に冷たく、長寿祝い金支
給事業も後退した。急速なデジタル化によるシステム改
修の事務量の増大や学習者用コンピュータの維持・管理
の膨大な費用は大きな課題である。マイナ保険証は問題
が多く、紙の保険証を発行すべき。公共工事を順調に進
めるには公契約の議論が必要。公共交通の充実を求める。
賛成｜初雁自由政令会
　令和６年度は新型コロナ対応への比重は減ったが、長
引く物価高騰対策等の要因を考慮した決算で、歳入は
1369億４千万円と前年度より47億３千万円、歳出は1304
億７千万円と前年度より33億７千万円それぞれ増加した。
　霞ケ関北市民センター、新宿町一丁目広場、グリーン

議案第66号
令和６年度一般会計歳入歳出決算認定

点字版・音声版議会だより点字版・音声版議会だより

点字版および音声版の議会だよりも発行しております。送付をご希望の方は議会事務局までご連絡ください。
なお、最新の音声版かわごえ議会だよりは川越市議会ホームページでお聞きいただけます。

今号の音声版は11月下旬ごろアップロード予定です。 音声版かわごえ議会だよりの
音声はこちらから▶▶


